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施策の達成状況に関する評価方法の検討 
 

 

10－1 施策の達成状況に関する評価方法 

1. 都市計画運用指針における基本的な考え方 

立地適正化計画を策定した場合においては、概ね５年毎に計画に記載された施策・事業の実施状

況について調査、分析及び評価を行い、立地適正化計画の進捗状況や妥当性等を精査、検討を行う

こと、必要に応じて適切に立地適正化計画や関連する都市計画の見直し等を行うことが望ましいと

されています。 

この際、計画の必要性や妥当性を市民等の関係者に、客観的かつ定量的に提示するため、あらか

じめ立地適正化計画の策定にあたり、生活利便性、健康・福祉、行政運営等の視点で、計画の遂行

により実現しようとする目標値を設定するとともに、立地適正化計画の評価にあたり、当該目標値

の達成状況等をあわせて評価、分析することも考えられます。 

 

2. 本市における基本的な考え方 

その時の社会情勢に応じた現状分析を行うため、PDCA サイクルの考え方に基づき、概ね 5 年

毎に計画に記載された施策・事業の実施状況について調査、分析及び評価を行い、本計画の進捗状

況や妥当性等を精査、検討していきます。 

評価は、次節で設定する目標値の達成状況と期待される効果を評価・分析し、その時点における

都市機能の立地状況や人口動態等を把握し、その結果に応じて都市機能誘導区域内に誘導施設を維

持・確保する施策や、居住誘導区域の人口密度を維持する施策等について、適宜見直しを行い、新

たな施策の盛込みや既存施策の更新を実施していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＬＡＮ 

立地適正化計画の作成 
  ・基本方針 
  ・誘導区域の設定 
  ・施策の検討 

ＤＯ 

計画の実施 
・成果を意識し施策実施 
・必要に応じてﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 

ＡＣＴＩＯＮ 

計画の改善 
・達成状況、ニーズの変化 

に応じた施策の改善 

ＣＨＥＣＫ 

計画の評価 
・目標達成状況の検証、評価 
・未達成要因の分析、把握  
・施策の検討 
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10－2 目標値の設定 

1. 立地適正化計画における目標 

本計画で位置づけている誘導施策を実施し、良質なまちづくり、住み続ける価値の高いまちづく

りを進め、かつ、地域に必要な施設が維持確保されることにより、活力のある持続可能な都市経営

を目指すために、目標を設定します。 

 

【人口に関する目標】 
人口減少が進む中においても、地域コミュニティの維持や生活サービス施設の維持を図るために

は、一定の人口密度を維持することが重要です。居住誘導区域内に居住を誘導するとともに、居住

誘導区域外への人口流出を抑制することで、区域内における一定の人口密度の維持を図るため、目

標数値として「居住誘導区域内の人口密度」を設定します。 

 

指標 算出方法 基準値 現状値 
目標値 

(概ね 10 年後) 

居住誘導区域内
の人口密度 

居住（人口）の
集積状況につ
いて評価 

 
国勢調査、国立社会保
障・人口問題研究所の将
来人口、住民基本台帳人
口を用いて、居住誘導区
域内の人口を算出 
 
 
 
 

竹原 38.5 人/ha 
忠海 44.1 人/ha 
大乗 25.3 人/ha 
吉名 38.2 人/ha 

（H22） 

竹原 31.5 人/ha 
忠海 31.2 人/ha 
大乗 17.4 人/ha 
吉名 26.8 人/ha 

（R2） 

竹原 26.8 人/ha 
忠海 26.8 人/ha 
大乗 14.4 人/ha 
吉名 22.4 人/ha 

以上※1 

 ※1 国立社会保障・人口問題研究所の将来人口から社会減を除いた自然減のみの推計人口について、立地適正化計画の施策効果
を考えた人口密度を算出。 

 

【公共交通に関する指標】 
今後、人口減少・少子高齢化が進行していくと考えられるため、誰でも利用できる移動手段とし

て公共交通の役割はますます重要となります。今後も、地域公共交通網の再編等を通じて市民一人

ひとりが利用しやすい公共交通とするため、目標数値として「公共交通の利用者数」を設定します。 

 

指標 算出方法 基準値 現状値 
目標値 

(概ね 10 年後) 

公共交通の利用
者数 

交通ネットワ
ークの形成・維
持に関する取
組みの効果に
ついて評価 

 
居住誘導区域内の1日当
たり公共交通利用者数 
 

- 

居住誘導区域内
の 1 日あたり JR
乗降客数＋バス
乗降客数：2,388

人 
(駅：2,154 人、
バス：234 人) 

（R4） 

1,954 人以上 

データ出典：国勢調査、国立

社会保障・人口問題研究所の

将来人口、住民基本台帳 

データ出典：駅乗降客数（国

土数値情報）、バス利用者デー

タ（民間バス事業者） 
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【都市機能に関する指標】 

各都市機能誘導区域内において、都市機能誘導施設として位置づけた施設が維持・確保されるこ

とにより、生活サービス機能が充足した拠点づくりに努めるため、目標数値として「都市機能誘導

施設が充足している区域」を設定します。 

 

 

【財政に関する指標】 
ライフサイクルコストを考慮した計画的な補修など効率的な都市関係施設の運営を行い、市民１

人当たりの都市関係施策に関する負担の増加を抑制するため、目標数値として「市民１人当たりの

都市関係施策に関するコスト」を設定します。 

 

指標 算出方法 基準値 現状値 
目標値 

(概ね 10 年後) 

市民１人当たり
の都市関係施策
に関するコスト 

市民１人当た
りの都市関係
施策に関する
コストについ
て評価 

 
竹原市歳入歳出決算書の
都市関係施策に関するコ
スト※1 を竹原市人口で
除して算出 
 

ー 
11,200 円/人 
（R1～R3 平均

値） 

13,800 円/人 
以下※2 

 ※１都市関係施策に関するコスト：都市計画に関する人件費等の諸費用、公園管理の経費、駐輪場管理の経費、景観舗装維持 
管理の経費等の都市関係施策の費用。 

※2 人口が減少すると見込まれる一方で、公園などの都市関係施設の効率的な維持管理を行うことにより、コストの大幅な増 
加を抑制し、目標値を目指す。 

 

【目標値を達成することで期待される効果】 
人口密度に関する目標と都市機能に関する目標を達成するのみならず、他分野などとも連携する

ことにより期待される効果についても、定量的な指標を設定します。 

 
指標 算出方法 基準値 現状値 

目標値 
(概ね 10 年後) 

住みやすさ満足
度 

住みやすさに
関する市民満
足度について
評価 

 
住みやすさに関する市民
アンケートから算出 
 

73.2％ 
（H28） 

74.7％ 
（R5） 

現状値以上 

 

 

指標 算出方法 基準値 現状値 
目標値 

(概ね 10 年後) 

都市機能誘導施
設が充足してい
る区域 

居住誘導区域
内の都市機能
誘導施設の立
地状況につい
て評価 

 
 
都市機能誘導施設の分布
状況を図上でカウント 4 拠点 

（H30） 

4 拠点 
（R６） 
(改訂後) 

4 拠点 

データ出典：まちづくりに関

するアンケート 

データ出典：i タウンページ等 
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